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公益財団法人東北活性化研究センター（会長：増子 次郎・東北電力㈱取締役）では、「知をつ

なぎ、地を活かす」を活動理念として、東北地域の活力向上と持続的な発展に貢献していくこと

を目指し、毎年度自主調査を実施し、報告書を刊行しております。 

本報告書「シビックテックによる地域課題解決の先進事例調査～市民・行政・企業の共創で

つくる持続可能なシビックテックモデル～」は、人口減少・少子高齢化の進展、環境問題への対

応など社会環境が大きく変化する中、地域住民が行政と連携し、IT・IoT等を活用して、地域課

題の解決や生活の利便性向上を目指すシビックテックについて、東北圏を含めた全国のシビック

テックの取り組みの現状と課題を把握するとともに、国内の先進事例の取り上げ、東北圏におけ

る活用可能性と活用方策を提言したものです。 

つきましては、ご高覧の上、貴社報道におけるご高配を賜りますようお願い申し上げます。 
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【添付資料】 

シビックテックによる地域課題解決の先進事例調査～市民・行政・企業の共創でつくる持続可
能なシビックテックモデル～ 

（要旨・概要、全文を当センターHP：https://www.kasseiken.jp にて公開） 

 

 

 

配信元 公益財団法人東北活性化研究センター 

https://www.kasseiken.jp 

〒980-0021 仙台市青葉区中央 2 丁目 9 番 10 号 

TEL：022-222-3394 FAX：022-222-3395 

公益財団法人 東北活性化研究センター 

「シビックテックによる地域課題解決の先進事例調査～市民・行政・企業の共
創でつくる持続可能なシビックテックモデル～」報告書を刊行 

このプレスリリースに関するお問い合わせ先 

公益財団法人東北活性化研究センター 調査研究部 佐藤 

〒980-0021 仙台市青葉区中央 2 丁目 9-10 セントレ東北 9 階 

TEL 022-222-3394 FAX 022-222-3395 E-mail k-shinta@kasseiken.jp 


